
自治区運営組織見直し
素案概要説明会

令和８年８月22日 開催

藤営自治区 運営組織見直し検討委員会



運営組織見直し検討委員会
設立の経緯と動向
■ 新規造成による宅地開発が進行し自治区の世帯数増加

■ 若い世帯が増えてくる一方、高齢化世帯数も加速的に増加

■ これまでの自治区運営では困難極まりない

新たな課題への対応要求が増加

令和６年度 運営組織見直し検討委員会 立上げ

自治区役員５名 一般区民５名 計10名で構成

令和７年度 運営組織見直し素案の骨子を立案

令和７年度 自治区委員会において継続的な説明と意見交換を実施し

～令和８年度 理解いただいたことから区民への説明会を開催



運営組織改編（案）についての審議検討状況

〇自治区運営見直しの背景について

令和７年11月の第８回委員会にて説明実施後、各組より回覧にて

多くのご意見等をいただきました。令和８年５月の委員会にて

再度審議説明を実施。

〇運営組織見直しに対する意見・提案への回答について

令和７年12月の第9回委員会及び令和８年2月の第11回委員会にて

いただいたご意見、提案への見解回答報告を実施。（集約一覧提示）

〇ブロック代表制の概念と組長役務の明確化について

令和８年1月の第10回委員会にて説明実施。令和８年６月の委員会

にて再度審議説明を実施。令和８年７月の委員会にて全体を通した

意見交換等を実施。

⇒委員会において理解いただいたことから、本日区民説明会開催



自治区運営組織見直しの背景
１．組内の高齢化が顕著となりつつある中、組によっては数年後に後期

高齢者の割合が非常に高くなることで、組長・副組長の役務を充分

に行う事が困難となる組が増加すると想定。

⇒ 後期高齢者に配慮した組長・副組長の役務変更やその補完

組織の新設が必要と考える

２．自治区内の組数が30組を超えるような現状から、委員会開催等に

役員を含め70名以上が参加しており、委員会開催が収容能力的に

限界を迎えている。

⇒ 現在の方式での委員会開催は、将来的に不可能となること

が想定される

３．自治区役員選出に際して苦慮を重ねており、人材の確保が乏しい

⇒ 一部の役員経験者など限られた住民での運営には限界があり

何らかの規約を策定し人材の確保を行っていく必要がある



豊田市内の自治区運営状況
■豊田市には２９８の自治区がある。

〇豊田市中心部に位置する自治区

（一区自治区・深田山自治区など多くが導入）

〇豊田市中心部に近く、数百世帯～数千世帯規模の自治区

（挙母地区をはじめ、多くの地区で導入。

藤岡南地区の西中山自治区・深見自治区も導入）

〇豊田市山間部における大規模の自治区

（旭地区の敷島自治区などで導入）

⇒ 結果として中心市街地や居住人口の多い自治区

（数百～数千世帯規模）では、ほぼブロック制を導入している。



新しい運営組織の構築基本として
ブロック代表制の導入を立案
■現状における組長(副組長)役務の概念

①自治区を運営する上での代議員(区役員)としての役務

毎月開催される委員会へ参加し、自治区役員会で立案した案件等について、組の代表と

して審議と承認を行う

②自治区を運営する上での企画・運営委員としての役務

自治区の年間計画におけるイベント・行事等を円滑に実施させることを目的として各部

会に属し企画・運営委員として活動

③各組内における組長(副組長)としての役務

各組内においては、組内住民の異動状況把握及び連絡調整、組内行事等の企画及び実施

（環境美化活動・安否確認訓練等含む）、組内における意見の取りまとめや問題点の把握

及び自治区への連絡取りまとめ、組内への回覧板・資料の配布等に従事

⇒ブロック委員の役務とする

⇒ブロック委員の役務とする

⇒組長の役務とする（副組長としての役職を廃止する）

⇒ブロック代表制の概念



新しい運営組織の構築基本として
ブロック代表制の導入を立案
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新しい運営組織の構築基本として
ブロック代表制の導入を立案
■現状における運営組織イメージ
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組長役務の明確化（従来役務との比較対応）



自治区内のブロック編成
■ ブロック編成時の検討項目

①各組内世帯における75歳未満である世帯数推移を調査

②ブロック委員数を27名とする

③ブロック委員１名当たりの対象世帯数ができる限り均衡となること

④出来る限り近隣の組によるブロック編成を可能とすること



ブロック区分について
■2025年度の世帯数を基に、今後75歳未満である世帯数の推移

から検討（緑色：20世帯以上あり 赤色：10世帯未満しかいない）

組

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041

上1組 28 23 23 23 22 22 21 18 13 11 11 11 11 11 10 10 9 9

上2組 25 20 19 18 18 17 17 17 17 16 16 15 14 14 13 12 12 12

上3組 40 31 29 29 26 26 25 25 22 22 20 18 18 17 17 16 14 14

上12組 23 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 17 17 17 17

上4組 23 18 18 16 16 14 14 12 11 8 6 5 4 4 4 4 4 4

上5組 26 24 22 20 19 19 19 18 18 17 17 17 17 16 16 16 16 16

上11組 39 38 38 37 37 37 37 37 37 36 35 35 35 34 33 33 33 33

上6組 34 24 24 23 21 21 21 21 20 20 20 19 18 16 12 12 11 11

上7組 32 31 31 31 31 31 31 30 30 30 29 29 26 25 24 23 18 14

上8組 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 27 26 26 26 24 24 23 22

上9組 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 26 25 25

上10組 46 45 45 45 45 45 45 45 45 45 45 45 45 44 44 44 44 44

中1組 32 30 29 29 29 29 28 28 28 28 28 27 27 25 24 22 21 19

中2組 40 35 34 34 34 32 32 28 28 27 26 25 25 24 24 24 24 22

中3組 26 15 15 14 11 11 11 10 9 9 9 9 9 9 9 9 8 8

中8組 31 27 27 27 26 25 24 24 23 21 21 20 20 20 20 20 19 19

中4組 40 34 32 30 29 28 27 22 21 21 19 18 12 11 9 9 8 7

中5組 23 17 16 16 15 15 15 15 15 15 15 14 14 14 14 14 14 14

中6組 31 22 19 18 18 18 17 17 16 15 15 15 15 13 13 13 12 11

中7組 29 25 25 24 24 24 24 24 24 24 24 22 22 22 22 22 22 22

中9組 29 28 28 28 27 27 27 27 27 26 24 24 23 19 18 17 16 16

下1組 25 25 25 25 23 21 19 16 15 11 8 7 5 5 5 5 4 4

下2組 32 24 23 20 20 19 17 16 15 14 13 13 12 12 12 12 12 12

下8組 34 31 31 30 29 29 28 27 27 27 26 26 26 26 26 25 25 25

下3組 24 13 12 12 12 11 10 10 10 10 10 10 9 9 9 9 8 7

下4組 19 13 11 11 10 9 9 9 7 6 4 4 4 4 3 3 3 3

下5組 28 27 27 27 27 27 27 27 27 26 24 23 23 22 22 22 20 19

下6組 26 22 22 19 18 18 17 13 12 10 8 5 5 4 4 4 4 4

下7組 19 15 15 15 15 15 15 15 15 14 14 14 14 14 13 12 11 11

下9組 24 22 21 21 21 20 19 16 16 15 12 12 11 10 10 9 9 8

2025年8月19日

総世帯数

世帯主年齢75歳未満世帯数



ブロック委員選出方法
■ 各ブロックにおける総世帯の中から、選出辞退世帯及び現組長・次期組長

次々期組長・現サポート委員・次期サポート委員・現神社委員・次期神社

委員並びに自治区他団体委員等を除いた対象世帯を抽出し、その中から

ブロック委員を選出することとします。

ブロック委員の任期は２年とし、毎年半数のブロック委員をグループ単位

(青グループ／黄グループ)で入替選出していくこととします。

■ ブロック委員選出方法基準

①自薦（自らの立候補による選出）

⇒自薦書を提出いただき、自治区選考委員会で審議の上受理する

②他薦（ブロック内からの推薦による選出）

⇒ブロック内組長の話合いで選出の上、本人の同意書を自治区に提出

③抽選（ブロック内対象世帯数の中から抽選で選出）

各ブロックの対象世帯からそれぞれの委任状を提出いただき、自治区役員

選考委員会で各組長立会の基に抽選していく（委任状回収は組長役務）



ブロック委員の選出辞退を希望する世帯
■ ブロック委員選出に対し辞退可能世帯の条件基準を満たした世帯、または

その他の理由でブロック委員の選出辞退を希望する世帯につきましては、

選出辞退理由書に辞退理由を記入した上で、組長経由で自治区に提出いた

だきます。

選出辞退の可否につきましては、自治区役員選考委員会にて可否決定をし

ます。選考結果については組長を通じて、提出された世帯へ通知いたします。



ブロック委員選出時における
辞退可能世帯の条件基準

①75歳以上の老々世帯（75歳未満の世帯構成員がいない世帯）

②要介護者が同居し、ブロック委員となる者の代わりに介護できる家族が

いない世帯

③18歳以上の同居家族がいない、片親の子育て世帯

④１人世帯で、且つ、車の運転ができない世帯

⑤前回ブロック委員、区長、副区長、顧問、現組織での書記、会計、特別

会計、監事、相談役を終了した年度より、10年経過未満の世帯

⑥組長担当年度より、5年経過未満の世帯

⑦神社委員、サポート委員担当年度より、5年経過未満の世帯

⑧藤岡南コミュニティ会議の諸団体委員、地域会議委員、民生児童委員、

公的役員に就任している世帯

⑨新入居後、2年経過未満の世帯

⑩区長が免除することを妥当と判断した世帯



組織改編時のブロック委員選出
組織構成イメージ



今後のスケジュール
■ 運営組織改編までの計画（案）

運営組織改編に対する承認 令和９年3月（令和8年度総会）

新体制に向けた体制準備 令和９年度

〇 自治区規約変更審議（委員会）

〇 ブロック委員・次期組長の選出

自治区規約変更最終承認 令和10年3月（令和9年度総会）

新組織体制での運営開始 令和10年4月1日
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